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研究成果の概要（和文）： 

我々は、配置の幾何とハイパーグラフの極値組合せ論に関する具体的な課題に対して、幾

何学的な方法と組合せ論的な方法の双方を用い、さらに確率論的手法や数論からの応用も

援用しながら研究した。その結果、「ユークリッド空間における球面配置」、「高次元立方体

に含まれる大きな正則単体」、「t 交差族に関する Erdos-Ko-Rado 型定理の拡張」、「平面フ

レーム、あるいは円形フレームに捕捉される凸体」等のテーマについて成果を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
We studied some concrete problems in discrete geometry and extremal combinatorics 
using tools coming from different branches of mathematics. We have obtained 
results on "sphere-systems in Euclidean spaces," "large regular simplices contained in 
a hypercube," "extension of the Erdos-Ko-Rado theorem on t-intersecting families," 
"convex bodies fixed by planar frames," and so on. 
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１．研究開始当初の背景 

研究開始時までに、徳重は主に極値集合論の

立場から、前原は主に離散幾何学の立場から

極値組合せ論について研究していたが、球面

配置に関する共同研究等を通して、双方の研

究手法や問題意識を共有することで、より広

い範囲の極値組合せ論の問題に取り組める

ことがわかりつつあった。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、配置の幾何とハイパーグ

ラフの極値組合せ論に関する具体的な課題

に対して、幾何学的な方法と組合せ論的な

方法の双方を用い、さらに確率論的手法や

数論からの応用も援用しながら研究するこ

とであった。同時に、証明手法そのものに

関する研究も行った。 
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３．研究の方法 

設定した具体的問題に対して、徳重と前原と

の共同研究、それぞれ単独での研究、あるい

は他の研究者との共同研究を行い、得られた

結果をフィードバックしながら結果の精密

化、一般化などを目指した。次項にあるよう

に成果については論文でも研究集会でも積

極的に発表した。研究集会における情報収集

や、他の研究者との議論が研究を進展させる

有効な手段となった。 

 

４．研究成果 

本研究課題でこれまでに得られた具体的成

果について述べる。 

（１）ユークリッド空間における球面配置に

関して研究した。得られた成果を European 

Journal of combinatorics で発表し、ハンガ

リーでおこなわれた研究集会で報告した。

（論文番号 18、発表番号 39） 

（２）平面における Wallace と Miquel の定

理を高次元に拡張する研究をおこなった。得

られた結果を Journal of Geometry で発表し

た。（論文 21） 

（３）凸な壁穴を通過する凸体の性質を研究

した。これをきっかけに、高次元立方体に含

まれる大きな正則単体について Imre Ruzsa

氏と共同研究をおこない、その成果を

Periodica Math. Hungarica で発表した。ま

た穴が球体の場合についてはより厳密な成

果を得て、Geometriae Dedicataで発表した。

これらについては神戸学院大学、韓国、ドイ

ツ、ロシア、東京工業大学、慶応大学、龍谷

大学、京都大学、ハンガリーでおこなわれた

研究集会で報告した。（論文 14,20、発表

19,26,27,29,30,32,34,35,36,38） 

（４）平面フレームによって捕捉あるいは固

定される凸体について研究した。一部は Imre 

Barany 氏との共同研究である。また正多面体

のくびれついても研究した。凸多面体のくび

れとは、その部分に円形の輪を掛けて抜けな

いようにできる部分のことを言う。成果につ

いては、Computational Geometry、Graphs and 

Combinatorics、Journal of Geometry で発表

し、龍谷大学、京都大学、中国、ドイツ、カ

ナダで行われた研究集会で報告した。（論文

5,7,9、発表 8,9,11,18,20,36） 

（５）Erdos-Ko-Rado 型の定理を拡張する研

究をおこなった。特にｒ重にｔ交差する集合

族、あるいはｒ個の横断的ｔ交差族について

詳しく調べた。その一部は Mark Siggers 氏、

Peter Freankl 氏との共同研究による。得ら

れ た 結 果 は、 Journal of Combinatoriay 

theory (A) 、 Discrete Mahtematics 、

Combinatorics, Probability & Computing 等

で発表し、龍谷大学、京都大学でおこなわれ

た研究集会で報告した。（論文 1,6,8, 

12,19,22,23、発表 15,17） 

（６）ハイパーグラフから得られる包含行列

のランクを調べる研究を Peter Frankl 氏と

行い、交差族に関する結果の q類似を与えた。

成果は論文にまとめて現在投稿中であり、龍

谷大学、ハンガリーで行われた研究集会で報

告した。（発表 7，12） 

（７）グラフの隣接行列の固有値から独立数

を評価する方法を交差族のサイズ評価に応

用する研究を開始した。成果の一部は論文に

まとめて現在投稿中であり、名古屋大学、龍

谷大学、韓国で行われた研究集会で報告した。

（発表 1,2,3,4） 

（８）超平面配置の応用としてランキングパ

タンを数え上げる問題について竹村彰通氏、

紙屋英彦氏と共同研究をおこなった。成果は

Advanced Studies in Pure Mathematics で発

表し、高知大学、韓国、ドイツで行われた研

究集会で報告した。（論文 2、発表 10，22，

23） 

（９）サイクル補題の拡張を利用して格子経

路を数え上げる問題に関して中上川友樹氏

と共同研究をおこなった。成果は SIAM J. 

Discrete Math で発表し、ハンガリーで行わ

れた研究集会で報告した。（論文 3、発表 13） 
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